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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2013-532284(P2013-532284A)
【公表日】平成25年8月15日(2013.8.15)
【年通号数】公開・登録公報2013-043
【出願番号】特願2013-515296(P2013-515296)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  30/60     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  30/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  30/60    　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ  30/26    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月5日(2014.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラム（１２）内の中実裏板（１４；２５；４９；５９；６９；７９；８２；９２；１
１２）と充填ベッド（１５；３５）の間に略円錐形の分配流路（１３；２４）を画成する
、カラム（１２）用の流体分配器（１１；２１；４０；５０；６０；７０；８０；１０１
；１１０）であって、当該流体分配器（１１；２１；１０１）が、上記分配流路（１３；
２４）の容積を実質的に満たす２枚以上の円形及び／又は環状の流体透過性多孔質ディス
ク（２２、２３；３１～３４；４１～４４；６１～６３；７１～７３；８１；９１；１１
４）を備える、流体分配器。
【請求項２】
　当該流体分配器（２１）が、充填ベッド（１５；３５）と直面した多孔質リテーナディ
スク（１８；２２；３４；４４）と、分配流路（１３；２４）の多孔質リテーナディスク
（１８；２２；３４；４４）と中実裏板（１４；２５；４９）の間の容積部分を満たす１
枚以上の多孔質分配ディスク（２３；３１～３３；４１～４３；６１～６３；７１～７３
；８１；９１）とを備える、請求項１記載の流体分配器。
【請求項３】
　各々の多孔質分配ディスク（２３；３１～３３；４１～４３；６１～６３；７１～７３
；８１；９１）が三次元連続細孔構造を有する、請求項２記載の流体分配器。
【請求項４】
　第１の円形又は環状多孔質ディスク（３１；４１；７１）が、第２の環状多孔質ディス
ク（３２；４２；７２）の内側に同心に嵌め込まれる、請求項１乃至請求項３のいずれか
１項記載の流体分配器。
【請求項５】
　第２の多孔質ディスク（３２；４２；７２）が、第１の多孔質ディスク（３１；４１；
７１）よりも薄い厚さを有する、請求項４記載の流体分配器。
【請求項６】
　第２の環状多孔質ディスクが、第３の環状多孔質ディスク（３３；４３）の内側に同心
に嵌め込まれる、請求項４又は請求項５記載の流体分配器。
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【請求項７】
　２以上の内部同心環状凹部（４６～４８，５６～５８，６６～６８；７８；９４；１１
３）の階段状パターンを有する円形の中実裏板（４９；５９；６９；８２；１１２）と、
環状凹部に取り付けられた２枚以上の円形及び／又は環状多孔質ディスク（４１～４３；
６１～６３；７１～７３；８１；９１；１１４）とを備える、請求項１乃至請求項６のい
ずれか１項記載の流体分配器。
【請求項８】
　第１の円形又は環状多孔質ディスク（３１；４１；７１）が内側の環状凹部（４６）に
取り付けられ、第２の環状多孔質ディスク（３２；４２；７２）が、外側の環状凹部（４
７）に取り付けられて第１の円形又は環状多孔質ディスク（３１；４１；７１）の外側に
同心に嵌め込まれ、第２の環状多孔質ディスク（３２；４２；７２）が任意には第１の円
形又は環状多孔質ディスク（３１；４１；７１）よりも薄い厚さを有する、請求項７記載
の流体分配器。
【請求項９】
　第１の円形又は環状多孔質ディスク（６１）が内側の環状凹部（６６）に取り付けられ
、第２の円形又は環状多孔質ディスク（６２）が外側の環状凹部（６７）に取り付けられ
て第１の円形又は環状多孔質ディスク（６１）と平面当接する、請求項７記載の流体分配
器。
【請求項１０】
　中実裏板（９２）の環状凹部（９４）の縁部（９３）が、各凹部平面に対して鋭角をな
す、請求項７又は請求項８記載の流体分配器。
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